
 出 張 日 程  

 

 

●１１月６日（月） 

 中部国際空港発 

 上海経由 

 昆明長水国際空港着 

 

●１１月７日（火） 

イクレイとの意見交換会 

 

●１１月８日（水） 

 都市生物多様性国際フォーラム出席 

 長春市との会談 

 

●１１月９日（木） 

 レジリエントシティ中国シンポジウム出席 

 昆明市役所への表敬訪問・昆明市長との二者会談 

 

●１１月１０日（金） 

 都市生物多様性国際フォーラム等主催者によるサイトビジット 

 

●１１月１１日（土） 

 昆明長水国際空港発 

 上海経由 

 関西国際空港着 

 大阪泊 

 

●１１月１２日（日） 

 名古屋着 

  



１１月７日（火） 

イクレイとの意見交換会 

場 所：昆明市内 

対応者：イクレイ都市生物多様性センター Ingrid Coetzee 氏 

    イクレイ日本 事務局長 内田 東吾 氏 

内 容 

・ 都市生物多様性国際フォーラム等の主催者であり、生物多様性条約締約国会

議で併催される国際自治体会議を主催するイクレイ（持続可能な都市と地域

をめざす自治体協議会）と意見交換会を行った。 

・ Ingrid Coetzee 氏より、本市は「生物多様性分野においてのフロントランナ

ー」との評価をいただいた。 

・ 本市は令和３年度より、生物多様性条約締結国に対し、生物多様性条約事務

局を通じて、生物多様性と自然に係る世界的に合意された目標の達成のため

に地方自治体の貢献を最大限に活用する方法を助言するための組織である

「自治体と生物多様性に係る諮問委員会」において委員を務めており、本意

見交換会を通じて本委員会の副委員長への就任を打診された。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ingrid Coetzee 氏と 

杉野副市長 



１１月８日（水） 

都市生物多様性国際フォーラム出席 

場 所：ハワードジョンソントロピカルガーデンプラザ昆明 

出席者：国連開発計画、ラムサール地域センター、スコットランド州政府、 

雲南省、昆明市、長春市、上海市、東営市等 

内容 

・ 本フォーラムでは、セッションテーマごとに各自治体等が生物多様性に関す

る取組内容を紹介。 

・ 杉野みどり副市長は、生物多様性の総合的な取組みを発表するセッションに

登壇し、本市の生物多様性施策について発表した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長春市との会談 

場 所：ハワードジョンソントロピカルガーデンプラザ昆明 

対応者：長春市人民政府 外事弁副主任 段 華旭 氏 

        イクレイ東アジア事務所 事務局長 朱 澍 氏 

内容 

・ 本市と長春市のモノづくりの都市としての共通点を通じ、都市部における生

物多様性のみならず、再生可能エネルギーや循環経済を含めた環境分野につ

いての意見交換を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

  

杉野副市長による発表 フォーラムの様子 

会談の様子 



１１月９日（木） 

レジリエントシティ中国シンポジウム出席 

場 所：ハワードジョンソントロピカルガーデンプラザ昆明 

出席者：前日と同じ 

内容 

・ 本シンポジウムでは、セッションテーマごとに各自治体等が気候変動適応策

についての取組内容を紹介。 

・ 環境局環境都市推進監が NbS（自然を基盤とした解決策）のセッションに登

壇し、本市のグリーンインフラの取組みについて発表した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

昆明市役所への表敬訪問・昆明市長との二者会談 

場 所：昆明市役所 

対応者：昆明市長 劉 佳晨 氏 

内容 

・ 2022 年にモントリオールで開催された COP15 で会談した劉市長よりお招き

いただき、昆明市役所を表敬訪問。 

・ 二者会談では劉市長より、昆明市の環境保全の象徴である滇池での水質改善

等の取組みとユリカモメの飛来についてご紹介いただいた。 

・ 杉野副市長は、11 月に本市で開催した日中韓三カ国環境大臣会合での成果等

を共有し、生物多様性に先進的に取り組む本市と昆明市で連携を深めていく

ことを確認した。 

 
 
 
 
 
 
 
  

環境都市推進監による発表 

昆明市役所にて 



１１月１０日（金） 

都市生物多様性国際フォーラム等主催者によるサイトビジット 

場 所：滇池 

内容 

・ 滇池は雲南省最大の湖で、琵琶湖の半分ほどの大きさ。 

・ 1970 年代以来、開発等により滇池の水は汚染され、アオコ発生等の問題を抱

えてきたが、現在は琵琶湖のガバナンスを参考とした水質浄化に取り組んで

いる。 

・ 渡り鳥の飛来地としても有名で、ユリカモメの飛来数は、水質改善の取組み

の結果この数十年で 100 倍に増え、越冬の時期には４～５万羽もの数が訪れ

るとのこと。 

 

雲南省最大の湖、滇池 滇池周辺の湿地 

滇池に飛来するユリカモメ アオコ対策で導入された機器 


